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Ⅰ．輸血関連循環過負荷（TACO）の危険因子
（輸血情報2502-185より）



輸血関連循環過負荷(TACO)
Transfusion associated circulatory overload
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輸血関連循環過負荷(TACO)の危険因子
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【参考】英国血液学標準化委員会の輸血ガイドライン

TACOは輸血に伴う循環負荷によって発生します。輸血前の患者の心機能や
腎機能などのTACO発症リスク因子がないか確認することが重要であり、
１回あたりの輸血量や輸血速度を慎重に決定してください。



TRALI・TACO発生状況（全国）

輸血情報2408-183より抜粋



TRALI・TACO発生状況（山梨）

TRALI疑い
TACO疑い

10件

TRALI
0件

TACO
6件

その他・評価不可など
4件

2019～2024年

輸血後副作用（感染症疑い含む）報告件数

950件

重篤症例
（感染症疑い含む）

62件

非重篤症例

888件



TLARI・TACOの評価項目



TLARI・TACOの評価に必要な情報

TLARI及びTACOが疑われた場合には、日本赤十字社にて評価を
行います。
詳細調査票へのご記入と、輸血前後の検体、胸部画像、血液
バッグ等のご提出のご協力をお願いします。



Ⅱ．細菌スクリーニングを導入した
新規血小板製剤の製造販売承認取得のお知らせ



血小板製剤への細菌スクリーニング導入の経緯

◆細菌感染症に対する現在の安全対策

・献血時の問診

・採血時の十分な皮膚消毒

・初流血除去

・保存前白血球除去

・血小板製剤の短い有効期限

（採血後4日間）

白血球除去
フィルター

初流血除去ポーチ
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イングランド方式を用いて
血小板製剤の細菌スクリーニングを
導入することとした。
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新規血小板製剤は、採血後40時間以上待機した血小板から
採取した検体を血液培養自動分析装置で24時間培養し、陰性
と判定された後に供給されます。
有効期間は既存の血小板製剤と同等の使用期間を維持する

ために、細菌スクリーニングに要する時間を考慮し、採血後
６日間としています。
医療機関における使用期間はこれまでと同等です。

製剤概要及び運用等（洗浄血小板製剤を除く）
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洗浄血小板製剤については、既存製剤と同様に、採血後
2日目又は3日目に洗浄し、有効期間も既存製剤と同じ製造
後48時間以内（ただし、採血後4日間を超えない）として
います。採血後の待機時間は24時間以上、培養時間を24時
間として運用します。

製剤概要及び運用等（洗浄血小板製剤）



販売名

照射濃厚血小板-LRBS「日赤」

BS: Bacterial Screened

略号 有効期間 包装単位

Ir-PC-LRBS-5

採血後6日間

5単位約100mL

Ir-PC-LRBS-10 10単位約200mL

Ir-PC-LRBS-15 15単位約250mL

Ir-PC-LRBS-20 20単位約250mL

※ 1単位及び２単位の規格の製造販売は行いません。



販売名

照射濃厚血小板HLA-LRBS「日赤」

略号 有効期間 包装単位

Ir-PC-HLA-LRBS-5

採血後6日間

5単位約100mL

Ir-PC-HLA-LRBS-10 10単位約200mL

Ir-PC-HLA-LRBS-15 15単位約250mL

Ir-PC-HLA-LRBS-20 20単位約250mL

※ 新たに５単位の規格を追加しました。

BS: Bacterial Screened



販売名

照射洗浄血小板-LRBS「日赤」

略号 有効期間 包装単位

Ir-WPC-LRBS-10
採血後48時間
（ただし採血後

4日間を超えない）

10単位約200mL

照射洗浄血小板HLA-LRBS「日赤」

略号 有効期間 包装単位

Ir-WPC-HLA-LRBS-10
採血後48時間
（ただし採血後

4日間を超えない）

10単位約200mL

※ 略号に10単位の規格表記を追加しました。

BS: Bacterial Screened
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薬価基準収載後に改めてご案内いたします。
（2025年夏ごろを予定しております。）

供給開始時期

輸血システム・電子カルテ・伝票等への対応
販売名・有効期間・製剤コード等が変更となるため、供給

開始までに院内のシステム変更等のご対応をお願いいたします。

院内への周知のお願い
本件につきまして、院内へのご周知をお願いいたします。
輸血療法委員会や医局会等での情報提供等も承りますので
血液センターまでお問合せください。



Ⅳ．その他



日本赤十字社がもつデータと医療施設のもつデータを血液バッグの製造番号を介して
連結することで、血液製剤の製造から使用までのBlood transfusion chainを追跡できる
トレーサビリティが確保されたシステム。※厚生労働科学研究において構築

日本における輸血の安全性の向上と輸血医療の発展を目指す





日本における輸血の安全性の向上と適正使用につながる情報の大規模な収集
と活用のためには、多くの医療機関の登録・参加が必要です。

趣旨をご理解いただき、ぜひ参加登録をお願いいたします。

本件に関するお問い合わせは、J-Hestサポートまでお願いいたします。
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